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　プロジェクトの終了にともない、 プロジェクトコアメンバーのみなさんと、 総合地球環境学
研究所 ・ 研究室 8 に在籍しているみなさんからひとことをお預かりしました。
■長田さんが最初に広島大を訪ねてこられ、 プロジェクトの説明を聞いた時、 目的の
達成について自分としてはかなり不安でしたが、 持ち前の 「なんとかなるさ」 精神で
仕事を引き受けました。 なんとかなったかどうかはこれから評価されるでしょうが、 自分
としては充実した 6 年間でした。 中には薄氷を踏むような研究計画もありましたが、 長
田さんの日頃の精進のおかげか、 サラスワティーの御加護か、 絶体絶命のピンチをく
ぐり抜けてやっと古環境グループの仕事を終えることができ、胸を撫で下ろしています。
今後の地球研のプロジェクトの中心は、 認識科学から設計科学へと急旋回していくよ
うで、 「長田プロジェクト」 的な夢のある FR は不可能になるのではないかと懸念して
います。 実学であると自負する一部の社会科学者と工学・医学系の技術者を中心に、
一般人には理解不能のモデルを振り回して、 かなりの不確実性を含む数値結果をは
じき出すことを目的としたプロジェクトには、 自分は全く興味が湧きません。 というか、
頭が悪いので理解できません。 2011 年東北地方太平洋沖地震では、 何千億もかけ
た地震予知研究がほとんど機能せず、 何百万かの低予算で行ってきたアナログな地
形 ・ 地質学的な研究が実際には役に立つことがわかったわけです。 自然現象ですら
その程度ですから、 人間社会の複雑性など単純に数値モデルで理解 ・ 制御できるわ
けもなく、 地道な調査 ・ 記載 ・ 分析の蓄積あってこそ問題解決できるのだと信じてい
古環境 WG
調査でのひとこま
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ます。 このような分野の研究がこれからもすたれることなく、 地道に続けられるような地
球研が持続していってほしいと願っています。
（古環境研究 WG　リーダー　前杢英明）
■長田氏に寄せる
  インドにも行けた。 考古学，地理学，まして DNA にまで触れる機会がもてた。 ヴェー
ダから始まって， 人類史に思いを致すようになった。 このプロジェクトから， 私個人の
生涯に， と言ってよい程重要なものが得られた。 以前別のプロジェクトで知遇を得た
日高敏隆先生が開かれた研究所で， その名を昔から気に懸けておりながらなかなか
お目に懸かる機会のなかった長田先生のプロジェクトに声を懸けて戴けたのは， 殆ど
運命と言える。 いろいろな研究者が関わり， そして去って行った研究計画に最後まで
連なれたことは尋常のことではなく， 長田さんに確たる理念があり， 勇気を持って判断
し実行できる能力があったからである。
  研究史， 学会， 同時代の人々の真っ直ぐな努力を信じ， 私生活と呼べるような領
域を殆ど放棄して， もてる能力だけで研究の中核部分に立ち向かい， 研究教育にそ
れだけの業績を挙げてきたと自負する私としては， 当然しかるべく遇され， 能力を発
揮できる位置にありたかった。 しかし， 人間という社会動物の群れの中で， しかも思
考判断を放棄する装置としてのブランド秩序社会の中で， それを支える人々からしか
るべき可能性を与えられることはなかった。 私が同僚と思っている人々は殆どオフサイ
ドルールの監視人たちであった。 そのような無念を長田さんは経験したことがあって，
私に共感を持ってくれたに違いない。 しかし， ことは共感や友情の問題ではなく， 研
究の正しい進展と成果提出のために彼が判断した結果である。 彼がこの数年間に挙
げた目に見える成果だけでも希有なことである。 私たちはこのように努力してきたのだ。
私たちの努力は， 周りの人々の善なる部分を信じ， 愛情と共感とを持って話しかける
べく為される， 言ってみれば 「正義」 である。 割に合わなくとも灯明を掲げ， どんな
土地柄であっても周りと力を合わせて種を蒔き続けるしかない人生であった。 彼に出
会えたことは幸運である。 私の場合は年齢の問題で可能性が閉ざされつつあるが，
彼にはこれから離陸が待っていると信じたい。 彼にそのような上昇気流が出現すること
を祈っている。
  プロジェクトで知り合うことのできた仲間のひとりひとりに， この際， 声をかけ， ことば
に耳を傾けたいが， 逼迫した事情が許してくれない。 大学最後のレポートの採点を事
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務に無理を言って待ってもらいながら， ウィーンのアカデミーに提出する一世一代の
原稿のとうとう最終ヴァージョンを明日メイルに添付して発送しなければならない。 それ
が終わると長田プロジェクトから出してもらう同僚三人の共著 「牛」 報告書を 2 － 3 日
で手直し， そのあとも原稿の締切が複数待ち受けている。 校正は今でも３つ机上にあ
る。 妻の病気を宥めながら， あと一月余で大学を片付け， 仙台を去らねばならない。
謂わば沈みかけている夕日を追いかけて， 現実は夜半の寝覚めに一文を草し， 尊敬
する長田兄の求めに応える。
杜少陵先生の字句を畏れながら玩んで，
  人生幾何夏已秋。                     　　　　                      2012 年 2 月 15 日     亭橅
（伝承文化研究 WG　リーダー　後藤敏文）
■私は， 人間行動の全般が好奇心から生まれると思っています。 そしてインダス ・ プ
ロジェクトは， 私の好奇心をおおいに満たしてくれました。 初めてのインド， 初めて取
り組んだインダス文明， プロジェクトで初めて会った人々や久しぶりに会った人々・・・，
さらには GIS ほかの技術を通して， 考古資料がどのように見えてくるのか ・ ・ ・ 。 技
術もインダス ・ プロジェクトでの実験により， GPS ＋ GIS のレベルから， 写真測量 ・
三次元レーザースキャニングにまで至ることができました。 それらの成果は， 私の好
奇心を満たしただけでなく， あらたな好奇心を呼び起こしてくれています。 プロジェク
トで培われたこの心がある限り， これからも元気に進んで行ける気がします。
（物質文化研究 WG　リーダー　宇野隆夫）
■長田俊樹さんとはじめてお会いしたのは、 たしか 2005 年に佐藤洋一郎さんと一緒
に企画された、 京都でのハーバード円卓会議に誘われた時だと思う。 会議の日程が
迫っているのに、 なかなか詳しい連絡が届かず、 第一円卓会議ってなんのことかな、
とわけがわからないままに参加した記憶がある。 その時に使ったスライドを見たら、 古
代 DNA の研究に言及している。 そのためか、 たしか 2008 年になってインダスの遺
跡で人骨が出たので、古代DNAを調べてくれないかという依頼を長田さんから受けた。
ちょうど翌年の４月に、 古代 DNA 研究をしたいという神澤秀明君が私の研究室に総
合研究大学院大学の大学院生として入学することが決まっていたので、 お引き受け
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することにした。
　2009 年の２月にはファルマナ－遺跡を見学し、 遺跡から採取したウシの骨を持ち
帰った。 １週間ほど遺跡発掘隊のキャンプに滞在したが、 食事のおいしかったこと！
ウシの骨を使って神澤君が実験を始めたが、なかなか DNA が検出できなかったので、
技術的には問題ないことを確かめるために、 もっと新しい時代の日本列島で出土した
サンプルを東京大学の諏訪元教授からお借りした。 こちらは結局縄文時代の歯につ
いてもきちんとミトコンドリア DNA のハプロタイプを決定することができたので、 神澤君
の腕に問題はなかったのである。 2010 年には、 父親の葬式直後だったが、 どうして
も行きたくて、ブジで開催された国際シンポジウムに参加した。最後のほうで下痢になっ
たけれど、 カンメール遺跡とドーラビーラ遺跡を訪問することができて、 やはり来てよ
かったと思った。 インドに初めて来られた後藤先生が、 インドについてなんでもご存じ
なのにびっくりしたりした。
　2011 年には、 コルカッタ近郊にできたゲノム医学の研究所に旧知の Majumder 所
長を訪問し、 またプネのデカン大学も訪問し、 ジョグレカー先生とお会いすることがで
きた。 こうして、 ３年連続でインドを訪問する機会を持てたことは、 とても幸せだった。
京都の地球研での会議も、 毎回私にとっては収穫が大きく、 一次、 二次、 あるいは
三次と続いた夜の懇親会とともに、 京都訪問は大きな魅力だった。 楽しく語ることが
できる人々ばかりというのは、 結局そのような方達を集めた長田さんの眼力であろう。
残念ながらＤＮＡ解析のほうは、 人の歯も結果が出ずじまいで、 インダス ・ プロジェク
トには貢献することができなかったが、 私と神澤君にとっては、 大きな体験をいろいろ
させていただき、 深く感謝している。
（DNA 研究 WG　リーダー　斎藤成也）
■長田さんから話をいただいたのが 2006 年、 研究科長職の 2 年目でした。 2007 年
から 2008 年には恐れていた学部長職が当ってしまい、 長期の海外出張はできなくな
り、プロジェクトにはご迷惑をお掛けしました。 私の周辺のメンバーも、「まじめ」 で 「ほ
らの吹けない」 いい人ばかりで、 「プロジェクトの成果」 という点からは、 これまたご迷
惑をお掛けしたと思っています。 そのような中、 長田さんの心配りで千葉さんを紹介し
ていただき、 曲がりなりにも最終年度までプロジェクトに参加することができ感謝してい
ます。
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　私自身としては、 思いもかけず、 エンマーコムギの生き生きとした姿があり、 インド
矮性コムギまで再発見でき、 それなりに嬉しいプロジェクトでした。 しかし、 参加をお
引き受けしたときには、 さく葉標本という動かぬ証拠を残しながら、 エンマーコムギを
足がかりに、 コムギに限らずインドの農作物とその作付体系、 利用法について知りた
いという妄想を抱いていたのですが、 日に日に生業班全体がエンマーコムギの深み
にはまって行ってしまったことが心残りです。 コアメンバーとしてのかじ取りの失敗だと
思っています。
　実感として、 大学院生のいない地方の小さな大学での業務をこなしながら、 地球研
プロジェクトのような大きな研究計画に加わるのは自分自身の中でフラストレーションが
随分溜まるものだと感じました。今後、このような「中央集権」的な傾向はますます強まっ
て行くのでしょうが、 本当にまじめでコツコツと研究を続けている研究者が地方に居な
がら生き生きと仕事ができる世の中になってほしいと思います。 もちろん、 私がまじめ
な研究者であるということではなく、 他のメンバーが ・ ・ ・ ということです。
生業班のみなさんがそれぞれに得ることのある数年間だったことを願っています。 生
業班の成果が、 10 年後、 20 年後、 100 年後に評価を受けることがあれば、 この上な
い幸せです。
（生業研究 WG　リーダー　大田正次）
写真１ ：
調査風景その１
エンマーコムギの畑にて
生業班 WG　調査でのひとこま
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写真２ ：
調査風景その２ ・
インド矮性コムギの畑にて
写真３ ：
調査風景その３ ・
さく葉標本の整理
写真４ ：
祭りその１ ・
ガタスタープナ前日のプーネ
56
写真６ ：
祭りその３ ・ 通りがかりの
祭りに溶け込む千葉さん
写真７ ：
祭りその４ ・ 神輿
写真５ ：
祭りその２ ・ ガタスタープナの祈り
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写真８ ：
記念写真その１ ・
センチルさんの家にて
写真９ ：
記念写真その２ ・
ニレーシュ君の家にて
写真１０． 事務的仕事　
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■このプロジェクトがなければ、 日本にもインドにも、 戻って （？） 来たかどうか、 わ
からない。私にとって何より大きかったのは、30 年来の友人たちと北東インドでのフィー
ルド調査を再開できたこと。 また、 インドの伝承文化に深い関心をもついろいろな人と
知り合うことができたこと。 インド社会も大きく変わったが、 過去との繋がりを大切にす
る人がまだたくさんいることを確認できた。
　プロジェクト期間中、 ほんとうに好きなようにさせていただいた。 長田さんおよびプロ
ジェクトのみなさんの寛大さに、 心から感謝したい。
（プロジェクト上級研究員　大西正幸）
■振りかえると、 予想内、 予想外のハプニングが多くあり、 ジェットコースターのような
6 年間でした。 それらは、 地球研のプロジェクトであるためであったり、 フィールドの
地域性によるためであったりしました。 けれども、 ことあるたびに、 長田先生は持ち前
の 「豪腕」 と 「柔軟さ」 で乗り切ってこられました。 いま改めて、 インダス ・ プロジェ
クトは、 長田先生がリーダーであるからこそ成立したと思っています。 そして、 実りあ
るプロジェクトとなったのは、 コアメンバーの先生方をはじめとする皆さまのご尽力の賜
物です。 ほんとうにありがとうございました。
　地球研での異文化 / 異分野コミュニケーションはたいへんなこともありますが、 私と
しては人生で得がたい経験であったと思います。 このような機会をくださった長田先生
に心より感謝しています。
（プロジェクト上級研究員　森若葉）
■学生時代より出入りしていたインド ・ パキスタンに、 諸事情により足が遠ざかり、 西
アジアやエジプトへと調査地を移していた私に、 長田先生と上杉さんが声をかけてく
ださったのはプロジェクト FR1 年目の 2007 年であった。 その時は日本人一人という状
況で、 発掘中に A 型肝炎により途中退場という痛恨のミスをしでかしたが、 その後、
2009 年より正式に地球研の一員として迎えられ、 おそらく今後こんな機会はないであ
ろうと思うくらい頻繁に調査へと赴かせていただいた。 この間に得られた経験やデータ
は、 今後しばらく論文のネタには困らないという至極の宝である。 プロジェクトの終了
後も、この宝を小出しにしながらインダス考古学を世に伝道していこうと思う。 インダス・
プロジェクトに関わったすべての皆様に多謝。
（プロジェクト研究員　遠藤仁）
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■初めて長田先生にお会いしたのは， 私の記憶では 2005 年 （秋頃？） にインダス・
プロジェクトのコアメンバーである日文研 ・ 宇野先生の研究室で， のことだったと思い
ます。 プロジェクトのインダス文明関連の 「考古遺跡データベース」 を宇野先生が請
け負うかたちで作成されていて， そのデータ入力の作業を私がアルバイトとして日文
研でおこなっていました。 当時は， インダス文明に積極的に関わるつもりもなく （すみ
ません ・ ・ ・ ）， 単にデータ入力の 「仕事」 として言われた事を黙々とこなしていた
だけだったのですが，そのアルバイト作業が縁で，プロジェクトが FR として立ち上がっ
た時に， プロジェクト研究員として採用していただくことになりました。
　世の中， 縁とは不思議なもので， その長田先生との出会いのお陰で， プロジェクト
の調査でインドをはじめ世界の色々な国に行かせていただき， さらには 「考古学」 と
いう狭い分野だけにとどまらない様々な研究分野の方々とお会いすることができまし
た。 こうした経験は， 今後の研究や生活において自分の視野を広げるような貴重なも
のになったと思います。 そうした機会を与えていただいた長田先生に， 末筆ですがこ
こで感謝とお礼を申し上げます。
（日本文化研究センター ・ 機関研究員 / 元プロジェクト研究員　寺村裕史）
■３年弱という短い間でしたが、 とても楽しくお仕事ができました。 海外旅行をしたこと
がない私にとっては （今の時代、 珍しいですが）、 先生方からインドやイランやパプア
ニューギニアやその他色々な国の事をお聞きするのは、 驚きもあり、 とても貴重で楽
しい時間でした。 この場を借りましてお礼申し上げます。 ありがとうございました。 そし
て、 これからも皆さんが、 色々な国でご活躍されることを祈っています。
（事務補佐員　平山多香子）
■ FS、 PR、 FR ５年目の合計３年間、 事務補佐員としてお世話になりました。 長田先
生はじめ、 プロジェクトメンバーのみなさん、 研究室８のみなさんの成果が無事に実り
まして、 とても嬉しく思います。 本当にお疲れさまでした。 また、 楽しく仕事をさせて
いただき、 ありがとうございました。
　FR １年目から４年目のとても忙しい時期には、 研究員として上杉彰紀さん、 研究支
援員として園田建さん、 また事務補佐員として河村たみ枝さんが、 研究室８に所属さ
れていました。 みなさん共に、 献身的にプロジェクトを支えてくださっていたことも、 こ
こに併せて記させていただきます。
（事務補佐員　長谷紀子）
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写真 ：
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写真 ：
2011 年 8 月 7 日　国際シンポジウム “Environmental Change and the Indus Civilization”
懇親会会場にて （京都市左京区　貴船）
